
傷害発生時の手続きについて（２０１４年度）  

吹田ＲＳ安全対策委員  

 

ケガが発生した場合、  

プレーヤーの保護者  →  各学年の安全担当コーチ  →  スクール安全対策委員長（真部さん） 

の順に連絡をします。とりあえずは以下の内容を速やかにメールにて連絡して下さい。  

 

１）氏名  

２）シメイ  

３）自宅の郵便番号と住所  

４）自宅の電話番号  

５）携帯電話番号  

６）事故発生日と時間  

７）事故が発生した場所  

８）事故が発生した状況を詳しく  

９）ケガをした部位  

１０）ケガの状況（捻挫、骨折等）  

１１）通院日数見込み、入院日数見込み（不明であれば記入は不要）  

１２）受信した医療施設（すべて）  

 

手続きは下記の団体へ事故報告となりますが、特にラグビー協会宛は事故発生から３０日

以内に書類を送付しなければなりません。  

①  チームのスポーツ保険（スポ安ねっと）  

②  ラグビーフットボール協会の見舞金  

注）ラグビーフットボール協会から支給される見舞金は軽度の傷害の場合対象外となる

場合があります。対象となる傷害・見舞金額は協会ＨＰの「傷害見舞金給付表」で確認

できます。  

 

“①チームのスポーツ保険”  

(1) 各学年の安全担当コーチから事故報告が終了しますと保険会社から当該者の自宅に保

険の請求書類が送付されます。  

 

(2) 治療完了後、請求書に必要事項を家族が記載し、必要書類を家族が添付した上で、各

学年の安全対策担当コーチに提出して下さい。点検後安全対策委員長が団体代表者署

名・捺印、加入内容を記入した後保険会社へ郵送します。  

 

各学年の安全担当コーチ  



“②ラグビーフットボール協会の見舞金” 
(1)  負傷者各自が大阪府ラグビーフットボール協会のＨＰ（→様式・申請書類－安全関係）

http://rugby-osaka.org/documents/form.html 
から「傷害報告書１」（見舞金請求書）、「傷害報告書２」をダウンロードして下さい。 

 
(2) 「傷害報告書１」、「傷害報告書２」を家族が記入し各学年の安全対策担当コーチに提出

して下さい。ただし「傷害報告書１」のチーム代表者、送金先、団体登録番号、JRFU
共通個人 ID の欄は空白にしておいて下さい。特に送金先はチームの会計口座ですので、

個人のものは記入しないで下さい。 
 

(3) 協会の受理は傷害発生日から３０日以内です。早めの記入と各学年の安全対策担当コー

チへの提出をお願いします。安全対策委員長が上記空白欄を記入・捺印し協会へ提出し

ます。 
 
(4) 確定診断後速やかに（最大で６ヵ月を限度）、大阪府ラグビーフットボール協会のＨＰ

（→様式・申請書類－安全関係）から「傷害診断書」をダウンロードし、受診した医療機関

で記入・捺印して頂き各学年の安全対策担当コーチに提出して下さい。この書類もチーム登

録番号、JRFU 共通個人 ID、チーム名 の欄は空白にしておいて下さい。安全対策委員長

が空白欄を記入・捺印し協会へ提出します。 
 
 
「脳震盪／脳震盪の疑い」 
脳震盪または脳震盪の疑いありと判定された場合、ラグビーフットボール協会宛報告書、

１９歳以下競技者の段階的競技復帰のためのプロトコール実施（コンタクト練習の制限）及

び医師の証明書発行等②の見舞金請求とは別途の対応が必要となります。本件については傷

害発生時にチーム対応を相談していきます。 
 
 








